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す
べ
て
は
未
来
の
こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　　

　　　　

映
画
は
、
我
が
国
の
原
発
に
共
通
す
る
危
険
性
、

す
な
わ
ち
、
原
発
の
耐
震
性
が
低
く
、
頻
発
す
る
地

震
に
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
樋
口
理
論
を

社
会
に
広
め
る
活
動
を
始
め
た
樋
口
元
裁
判
長
と
、

樋
口
理
論
を
軸
に
新
た
な
裁
判
を
開
始
し
た
河
合
弘

之
弁
護
士
、
ま
た
福
島
原
発
放
射
能
汚
染
で
廃
業
し

た
農
業
者
近
藤
恵
さ
ん
が
、
農
地
上
で
太
陽
光
発
電

す
る
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
復
活
の
道
を
見
出

し
て
い
く
姿
を
描
い
て
い
る
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
後
、
福
島
の
若
者
世
代
が
農

地
の
再
生
に
取
り
組
む
姿
は
ま
さ
に
希
望
。
農
地
上

で
太
陽
光
発
電
す
る
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
、
太

陽
光
発
電
装
置
を
地
上
３
ｍ
の
位
置
に
、
ま
た
は
塀

の
よ
う
に
立
て
て
設
置
す
る
こ
と
で
、
農
業
や
牧
畜

な
ど
と
共
存
を
可
能
に
す
る
し
く
み
。
共
に
原
発
を

と
め
る
た
め
農
業
復
活
の
道
を
見
出
し
、
グ
リ
ー
ン

ジ
ョ
ブ
と
し
て
新
た
な
働
き
に
つ
な
げ
て
い
る
。「
絶

望
ば
か
り
の
世
の
中
だ
け
ど
、
希
望
は
あ
る
」の
言
葉

に
救
わ
れ
る
。

　
震
度
は
、
ど
れ
ほ
ど
強
い
揺
れ
で
も
７
以
上
は
示

さ
れ
な
い
。
一
方
震
源
地
の
振
動
の
激
し
さ
、
加
速

度
を
表
す
ガ
ル
は
３.

11
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は

２
９
３
３
ガ
ル
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
２
５
１
５
ガ

ル
。
２
０
２
１
年
３
月
ま
で
に
原
子
力
規
制
委
員
会

が
認
可
し
た
原
発
の
耐
震
設
計
基
準
は
、
福
井
県
大

飯
原
発
３
・
４
号
機
９
９
３
ガ
ル
、
世
界
最
大
規
模

の
新
潟
県
柏
崎
刈
羽
原
発
６
・
７
号
機
１
２
０
９
ガ

ル
と
、
20
年
間
に
起
き
た
主
な
地
震
よ
り
遥
か
に
低

い
。
原
発
の
耐
震
性
は
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。

　

多
く
の
人
が
持
っ
て
し
ま
う「
原
発
問
題
は
高
度
に

専
門
的
で
難
し
い
」と
い
う
先
入
観
が
、
本
質
は
電
力

会
社
の
主
張
を
信
用
で
き
る
か
否
か
だ
け
の
こ
と
に

気
付
か
ず
複
雑
に
し
て
い
る
。

　

原
発
を
と
め
な
く
て
は
い
け
な
い
理
由
は
極
め
て

シ
ン
プ
ル
。

　　

火
力
発
電
は
火
を
止
め
れ
ば
安
全
に
な
る
。
し
か

し
、
原
発
で
は
核
分
裂
反
応
を
止
め
て
も
、
電
気
で

水
を
送
り
続
け
て
ウ
ラ
ン
燃
料
を
冷
や
し
続
け
な
い

限
り
、
過
酷
事
故
に
な
る
。
原
発
は
運
転
を
止
め
た

だ
け
で
は
、
安
全
は
確
保
で
き
な
い
危
険
な
技
術
。
こ

の
こ
と
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
受
け
止
め「
原
発
は
危
険
」

と
判
断
す
る「
ご
く
普
通
の
感
性
」が
重
要
。
こ
の
意

思
を
束
ね
て
大
き
な
原
動
力
と
す
る
の
は
市
民
の
力
。

　

２
０
２
３
年
ド
バ
イ
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
の

結
論
は
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
容
量
を
２
０
５
０

年
ま
で
に
３
倍
に
引
き
上
げ
る
宣
言
が
発
表
さ
れ
た
。

原
発
の「
再
稼
働
」、「
40
年
か
ら
60
年
へ
原
発
の
耐
用

年
数
延
長
」、「
小
型
原
発
再
開
発
」へ
舵
を
き
っ
た
岸

田
政
権
。
私
た
ち
は
福
島
原
発
の
事
故
か
ら
、
生
命
、

身
体
へ
の
重
大
な
危
害
、
国
土
汚
染
は
土
地
・
財
産
を

奪
い
、
築
き
上
げ
た
暮
ら
し
を
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
を

見
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
脱
原
発
運
動
の
起
点
と

な
っ
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
の
事
故
で
は
そ
の
危
険

性
に
世
界
中
が
気
づ
き
、
映
画
で
も
強
く
訴
え
て
い

ま
す
。

　

東
村
山
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
活
断
層
の
存

在
と
地
震
大
国
日
本
の
現
実
を
直
視
し
、
珠
洲
市
の

住
民
運
動
に
な
ら
い
原
点
を
忘
れ
ず「
脱
原
発
」活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

　　

講
演
後
会
場
か
ら「
私
た
ち
が
今
な
す
べ
き
こ
と

は
？
」の
声
に
、
樋
口
英
明
さ
ん
は「
今
日
帰
ら
れ
た

ら
、
皆
さ
ん
ひ
と
り
一
人
が
大
切
な
二
人
の
人
に
今

日
の
話
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。」と
。
国
民
の
大
き
な

意
思
を
示
し
て
い
く
た
め
に
。

Ｍ
住
宅
メ
ー
カ
ー
の
耐
震
性
は

５
１
１
５
ガ
ル

原
発
の
危
険
性
を
知
り
、
判
断
し
、

伝
え
て
い
く
こ
と
か
ら「
脱
原
発
」を

す
べ
て
は

未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

原発はいらない　　戦争のない平和な暮らし　   多様性を認め人権を尊重する生活者ネットワーク活動の柱と
３つのルール 

　

２
０
２
４
年
元
日
、石
川
県
能
登
地
方
を
襲
っ
た
最
大
震
度
７
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７.

６
の
地
震
は
阪
神
淡
路
大
震
災
の
３

倍
以
上
の
威
力
だ
っ
た
。海
沿
い
に
位
置
す
る
珠
洲
市
は
、９
割
の
家
屋
が
半
壊
・
倒
壊
の
現
状
に
。

　

か
つ
て
石
川
県
珠
洲
市
は
、１
９
７
５
年
に
原
発
建
設
計
画
が
持
ち
上
が
り
、活
断
層
が
無
数
に
走
る
危
険
な
土
地
で
あ
る

た
め
住
民
に
よ
る
反
対
運
動
が
起
こ
り
、市
を
二
分
す
る
も
２
０
０
３
年
に
建
設
計
画
は
凍
結
。先
を
見
据
え
た
住
民
の
力

の
結
集
が
国
策
を
封
じ
込
め
、ま
さ
に
民
意
の
勝
利
を
証
明
し
た
歴
史
が
あ
っ
た
。私
た
ち
東
村
山
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
活
動
の
主
軸
の
一
つ
は「
脱
原
発
」。

１ 議員はローテーション 　２ 議員報酬は市民の活動資金に 　３ 選挙はすべて手作り  

　

２
０
２
３
年
12
月
10
日

「
原
発
を
と
め
た
裁
判
長
〜
そ
し

て
原
発
を
と
め
る
農
家
た
ち
〜
」

の
上
映
と
樋
口
英
明
元
裁
判
長
の

講
演
を
、
多
摩
き
た
生
活
ク
ラ
ブ

生
協
運
動
グ
ル
ー
プ
・
東
村
山
地

域
協
議
会
主
催
、
小
平
・
清
瀬
・

東
大
和
地
域
協
議
会
共
催
、
こ
だ

い
ら
ソ
ー
ラ
ー
の
後
援
で
実
施
。

「
原
発
を
と
め
た
裁
判
長
」

〜
そ
し
て
原
発
を
と
め
る
農
家
た
ち
〜

２
０
１
４
年
５
月
21
日　

福
井
地
方
裁
判
所

に
お
い
て
樋
口
英
明
裁
判
長
の
大
飯
原
発(

福

井
県)

運
転
差
し
止
め
の
判
決
文
が
流
れ
た
。

　

こ
の
度
の
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
す
べ
て
の
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

原
発
事
故
の
も
た
ら
す
被
害
は
甚
大
。

そ
れ
ゆ
え
原
発
に
は
高
度
な
安
全
性
が
求

め
ら
れ
る
。
我
が
国
の
原
発
の
耐
震
性
は

極
め
て
低
い
。
よ
っ
て
原
発
の
運
転
は
許
さ

れ
な
い
。

映
画
よ
り

と
も
に
原
発
を
止
め
る
た
め
に

　

160席すべて埋まった東村山サ
ンパルネコンベンションホール

① 

原
発
は
人
が
管
理
し
続
け
な
く
て
は
い
け
な
い
。

② 

人
が
管
理
し
そ
こ
な
っ
た
時
の
被
害
の
大
き
さ

は
甚
大
で
想
像
を
絶
す
る
。

③ 

原
発
の
施
設
に
耐
震
性
が
な
い
。
一
般
の
住
宅

よ
り
低
く
、
極
め
て
危
険
。

福
島
第
一
原
発
事
故
は
、
奇
跡
が
重
な
っ
た
だ
け
、

本
来
は
東
日
本
壊
滅
だ
っ
た
。


